上部消化管内視鏡検査を受けられる方へ
2022年　　月　　日（　　曜日）

　　　　　当日は（　　　時　　　分）に来院して下さい。
　　内視鏡を口から挿入し、上部消化管（食道、胃、十二指腸）に存在する病変の有無を確認する検査です。

　　 　検査前日・・・午後9時以降、食事の摂取は出来ません。飲水は可能です。

　　 　検査当日・・・食事をせずに来院してください。飲水は少量であれば、可能です。
心臓病、高血圧、喘息の常用薬のある方は、内服してください。
＊糖尿病のお薬は内服しないでください。

＊抗凝固薬（血液サラサラ）を内服中の方は、お申し出ください。
　　　　　　 　検査前に、咽頭の麻酔を行います。苦痛を軽減するための鎮静剤の注射を行います。（希望されない場合は検査前にお伝えください。）検査は通常、5分程度で終了しますが、より詳細な観察や生検（粘膜の一部を採取）を実施した場合には、検査時間が延長する事があります。
　　　　　　　　検査終了後、約1時間は飲水や食事の摂取は出来ません。なお、生検を行った場合には検査当日は刺激の強い食べ物やアルコールの摂取は出来ません。
　　　　　鎮静剤の注射を行った方は、当院にて1時間程、様子を見させていただきます。
当日は、バイクや車を運転しての来院はご遠慮ください。

（検査における合併症）
　　　　全国集計で発生頻度は、0.007％、死亡率は0.00045％（約22万人に1人）となっております。

　　　
1 咽頭麻酔による副作用：まれに血圧低下・呼吸抑制などを起こす事があります。以前の内視鏡検査や歯科麻酔の際にこのような症状があった方はお申し出ください。
2 消化管への障害：咽頭、食道、胃十二指腸の粘膜への裂傷が生じる事があります。
3 出血：生検を行った場合に出血が持続する事があります。状態によっては、止血処置が必要となる事もあります。

　　  ④鎮静剤使用による副作用：呼吸抑制、血圧低下、徐脈などを発症する事があります。
　　　万が一、合併症が起きた場合には最善の処置・治療を行います。場合によっては入院や緊急の処置が必要となる場合があります。

　　　
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　　　私は、上部内視鏡検査について、その必要性及び安全性並びに合併症などの危険性を

説明しました。
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	　　私は、上部内視鏡検査についての説明を受け、その必要性及び安全性並びに合併症など　　　　　　　　　　

	の危険性を十分理解し納得しました。ついては、上部内視鏡検査を実施する事を承諾します。

	なお、上部内視鏡検査を実施中に緊急の処置を行う必要が生じた場合には、適宜処置を施す

ことについて承諾します。
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